
播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1
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色版■■■　本文フォーマット　UD新丸ゴ　10pt　行間　15.55pt 

　竹田城跡のカメラスポットは「立雲峡」が知ら
れていますが、もうひとつ「藤和峠」のカメラス
ポットがあります。その「藤和峠」へ行き、近くの「大
将軍杉」を見学したのちに、城下町竹田のまちな
み散策をします。「寺町通り」はお寺や小川、石橋
などが歴史を感じさせてくれます。また、竹田駅
周辺の通りには旧家を改造したカフェやお土産屋
さんなど、次々とお店ができています。歴史ある
城下町のまちなみを散策して、古き良き時代にタ
イムスリップしてみてはいかがですか？（注）竹
田城跡には登りません。
▶出発日　７月４日（月）、７日（木）、12日（火）
▶費用　3,500円（昼食込）
▶行程　土山駅10：00→播磨町役場10：10→各コミ
セン→市川ＰＡ11：00～11：10→ふれあいの家11：
45～12：30→藤和峠～竹田まちなみ散策13：00～
15：00→但馬のまほろば15：15～15：45→各コミセ
ン→播磨町役場→土山駅17：30
※昼食は播磨ふれあいの家で召し上がっていただ
きます。
※キャンセルは2日前までにお願いします。
※最低催行人員　10人

　足利時代に建築
された重厚な草葺
屋根の古い家で、
通称：佐中の千年
家とも呼ばれてい
ます。この進藤邸
は明治維新で活躍
した原六郎（明治・大正時代の日本財界に君臨し
た渋沢、安田、大倉、古河などと共に「日本財界
５人男」といわれた実業界の大物と呼ばれていま
した）の生家であり、最近は桜のカメラスポット
として多くの方が訪れます。

「竹田まちなみ散策と大将軍杉～竹田城
跡を望む」参加者募集

ドライブがてら「佐中千年家（朝来市佐嚢
1283）」はいかがですか？
ドライブがてら「佐中千年家（朝来市佐嚢
1283）」はいかがですか？

まちの発展と文化財にまつわる秘話などを歴史ニュースとして紹介します。
▶問合せ　播磨町郷土資料館　学芸員　渡辺昇　☎079（435）5000

　室町時代の後半は戦国時代と呼ばれ、各地
で戦いが繰り返されていました。東播磨も例
外ではなく、天下統一に向けた織田信長と毛
利氏など対抗勢力に挟まれ、戦乱の場となっ
ていました。しかし、他地域と比べるとその
遺跡は少なく、明らかな城跡も播磨町には存
在しません。その中で唯一記録に残るのが阿
閇城です。当初、東播磨は織田方についてい
ましたが、毛利方に寝返った三木城主別所長
治に対抗して、織田方の別所重棟が守る居城
が阿閇城です。天正６（1578）年、約440年
前のことです。阿閇城の攻防が信長方を有利
に導いた画期的な戦いでした。阿閇荘のどこ
かに築城されたのですが、その位置は明確で
はありません。候補地は町内に4カ所ありま
す。古田の古向福勝寺構居跡、北本荘の本荘
蓮花寺構居跡、野添の鹿ノ川構居跡、宮西の
宮西構居跡です。その中の１つ本荘蓮花寺構
居跡をはじめて発掘調査しました。
　本荘蓮花寺構居跡は昭和37年に土地改良
事業が行われるまで濠が残っていました。地

元の方々の記憶に残り、地籍図や空中写真な
どでも明らかです。その濠を再確認し、底や
肩部から陶磁器などが出土しました。阿閇城
の時代そのものずばりの遺物は認められず、
残念ながら阿閇城と断定する資料もありませ
んでした。備前焼や京焼などが出土し、本荘
貝（ウチムラサキ）も出土しています。戦国
時代の遺構以外に弥生～古墳時代の集落跡で
あると判明したことも大きな成果です。大中
遺跡と同じ時代の遺跡で、イイダコ壺などが
出土しました。

幻の阿閇城跡
― 本荘蓮花寺構居跡の発掘調査 ―

▲調査区と蓮花寺

▲堀全景

▲本荘蓮花寺構居跡周辺航空写真（1961年） ▲堆積写真
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